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水晶

３月のてんじ場たんけん

てんじ場４階でかいさいしている企画展「色と形のふしぎ」では、色の

きれいなものや形のおもしろいものを集めててんじしています。
き かく てん

今月は、この企画展のてんじの中
こうぶつ

から鉱物についてしょうかいしましょ

う。鉱物というのは、石の中にふくまれ

ている「つぶ」のことです。石は、たい

ていの場合、何種類もの鉱物が集ま

ってできています。そして、たいていの

場合、鉱物の一つぶは１ｍｍ程度以

下の小ささであったり、けんび鏡で見

ないとわからないくらいの小ささのこと

が多いのですが、まれに一つぶの鉱

物が大きなサイズになることがあり、そのような大きなサイズの鉱物は、

見るだけで楽しくなるような特ちょうがあります。

色が美しい鉱物はたくさんあります。鉱物の色の面白いところは、「この
ふじゅんぶつ

鉱物はこの色」と決まっているものと、「この鉱物はわずかな不純物で色

が変わる」というものとがあり、それぞれに美しい色が見られるところです。

また、それぞれの鉱物には

それぞれの「決まった形」があ
すいしょう

ります。有名なのは水晶で、え

んぴつのような六角柱の形に

先のとがった６枚の面がくっつ

いた形になります。

実さいにてんじ場で実物を

観察して、色と形のふしぎを感じてみましょう。
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き かく てん

企画展「色と形のふしぎ」その２

後半のプログラム
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